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定例会の代表質問と個⼈質問　※簡略化したものを掲載しております。

Q    市議会議員選挙ポスター掲⽰場の区画
          番号を、数字順からくじで定めた数字
の配置に変えたのはなぜか。
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A

    年度の戦没者追悼式で、⼀部の団体が不適切
          な政治的発⾔を⾏った。９⽉定例会の代表質
問に対し、市は式典の⽬的や意義を当該団体に改めて
説明し、今後同様の発⾔がされないよう対応する旨を
答弁していたが、その後の対応状況を聞きたい。
   担当部署の管理職が当該団体の代表者と直接
         会い、式典の⽬的や意義を改めて説明したた
め、趣旨を⼗分理解してもらえたと認識している。

市議会議員選挙ポスター掲示場の
区画番号の配置変更について

戦没者追悼式での不適切発言に係る
その後の対応状況を問う

のら猫の問題と動物愛護について市全体で連携したいじめ対策を

教職員人事権の移譲を高齢者インフルエンザ予防接種
費用の免除申請手続きの改善を

    市⺠税⾮課税世帯等の⾼齢者は、
         インフルエンザ予防接種費⽤が
免除されるが、保健センターで事前⼿
続きが必要なため、負担となっている。
本市も、⼤阪市と同様、医療機関での
必要書類の提⽰で免除できないのか。
    免除対象の⾼齢者の負担を可能
          な限り軽減するため、医療機関
等と実施⽅法について協議を進めてい
く。

    いじめは、学校教育以外の地域
          教育の場や家庭でも起こりえる
ため、学校だけでは対応に限界がある。
いじめを含め、さまざまな問題から⼦ど
もたちを守るためにも、市全体で対策に
取り組むべきではないか。
      現在、改⾰の最中だが、⾼い
      教育意識を持つ多くの現場の
教師を尊重しながら、学校組織が苦⼿
とする組織経営などを市⻑部局が補強
し、望ましい体制づくり等に取り組む。

    のら猫の問題は環境衛⽣・動物
    愛護の⾯から緊急性を要する問
題である。市の不妊等補助事業は明ら
かに不⼗分である、獣医への⽀援要請、
基⾦の活⽤設⽴⽀援、譲渡会開催の⽀
援など、地域課題の⾯からも役割は⼤
きい
     動物愛護、また環境衛⽣の両観
         点から取り組む必要があり、地
域ごとに特有の課題でもあり、地域の
皆様の⼒もお借りしながら、多⾓的な
視点から検討する。

    ⼤阪府教育委員会が、本市で発
          ⽣したいじめ事案に対し、当時
の校⻑等に処分を下したが、処分内容
は⽢く、決定までに⻑期間を要した。
本市教育委員会で、処分や⼈事配置等
を適切に実施できるよう、教職員⼈事
権の移譲を受けるべきでないか。
    権限移譲には、⼈事の硬直化の
          危惧などもあり、慎重な議論が
不可⽋であるため、現在は考えていな
い。
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    その掲⽰となるようにした⾏為は、規
          程違反であったのか。

   過去の同選挙で、特定党派の候補者の
         ポスターが最後尾にまとまり、⽬⽴つ
掲⽰となったため、公平性の確保から変更に
⾄ったものである。

A   従前の規程では、違反ではない。
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⽼朽化する⽔道管・設備の耐震化、改修に必要な資⾦を捻出するための料⾦改定であり約 15% の値上げが提案されました。
しかしながら、様々な問題があります。

［再度値上げ、⾒通しの⽢さ］
前回値上げの際に料⾦値上幅を縮⼩することの代わりに新規住宅取得者に負担を強いる引込負担⾦の値上げを実施しました。
当時これに反対したが結局再度の値上げせざるを得ない状況に⾄ったこと。

［⽔道⼯事での不正発⽣］
⽔道⼯事おいて、指定材料を安価な材料に変えて施⼯することや、産廃マニフェストの偽造など不正が⾏われていた。
このような状況で市⺠に負担を強いることの問題。

［進まない組織改⾰］
⽔道事業管理者、部⻑、室⻑と管理職ポストが多岐多数にわたる現状、値上げに先⽴ち組織のスリム化、⼈件費削減に努めるべき。
⼤阪維新の会・吹⽥としましては、⽔道の安定供給の確保のためには給⽔インフラ整備は先送りに出来ない課題であることから、
これら問題点を指摘した上でやむなく賛成しました


